
冬期講習会 受付中！小３

中３
〜

冬期講習会のカリキュラムに密着したベーシックワーク
は講習会までの事前課題です。冬期講習会前の「プレ
冬講」と位置付けています。課題範囲が講習会初日のト
ライアルテストの範囲になります。当然、分からないとこ
ろや苦手な単元は自習室などで個別に対応します。

ニスコ進学スクール 冬期講習会

冬期講習会で使用するベーシックワーク、本講座テキスト及び時間割の配布
やカリキュラムのご案内をいたします。
また、講習会前の課題学習（プレ冬講）の提示や講習会の流れについて説明
させていただきます。
最新の受験情報の提供や学習目標、学習計画の資料も配布します。

■ 冬期講習会ガイダンス（説明会）Ⅰ

■ 講習会本講座Ⅳ
北海道最大級の受験者数を誇る北海道学力コンクー
ルは、志望校データや学力分析においても信頼のおけ
るデータ提供を行います。特に志望する学校の学区内
での自分の位置や合格判定には定評があります。

■ 北海道学力コンクールⅤ
講習会終了後は講習会内で行われた北海道学力コン
クールの答案やデータ返却を行います。今後の学習の
指針や学習目標を具体的に提示します。
志望校合格のためには早期からの対策が必要です。

■ テストデータ返却Ⅵ

■ 冬期講習会ベーシックワーク 　    BASIC WORKⅡ

精鋭の講師陣による明快な講義と高効率かつ高密度な
オリジナルテキストによる授業は高い効果を発揮します。
授業後の質問や必要に応じた補習ではきめ細かく対応し
完全理解を徹底します。

講習会最初のテストです。講習会の本講座前に客観的に得意・不得意な単
元や分野を把握してもらいます。自分の弱点を意識しての受講は学習効果
も高まります。テストデータは講習会内で返却されます。
中3生は合格判定模試があります。

■ ウィンタートライアルテスト（中3は合格判定模試）Ⅲ

全1,450分（9日間）
全1,450分（9日間）

27,000円 22,000円
22,000円

難関上位高校を志望するなら早期からの対策が必要です。高い内申
点（最低Bランク以上）の確保と学力テストで高得点（85%以上）を
獲得するためのプログラムがニスコにはあります。この時期の学習は
ただ知識を詰め込む暗記学習ではなく、基本の理解と一定量の演習
を繰り返し定着させることが大切です。ニスコは講師が本質を理解
させる講義、そして適正な難易度と良質な設問内容の問題演習によ
り、高いレベルへと到達させます。

ベーシックワーク配布 入試特訓ゼミ 12月判定模試 冬期講習会本講座 1月判定模試正月特訓 北海道学力コンクール

43,000円 38,000円

●講習会前に配布されるベーシックワークで既習事項のチェック！
●12月判定模試で苦手単元の客観的把握と早期対策の確立！
●入試分析に基づいたオリジナルカリキュラムで入試必出事項を網羅！
●経験豊かなプロ講師によるポイントを絞り込んだ解説！
●ニスコの冬期講習会は全2400分！妥協はしません。

●12月判定模試（標準実施日12/11）
　12月10日までに申し込まれた方は無料で受験できます。
●1月判定模試（1月4日実施）
　冬期講習会カリキュラムに含まれています。
　実戦力強化とケアレスチェックを行います。
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※中3生は入会金免除のみ適用となります。
入会金16,500円を免除！！＋入会月の授業料半額！！

先を見据えた学習内容･カリキュラム！

■小学５科（国・算・社・理・英）コース

小学3、4年生は対話型授業で個々が積極的に授業に参画できるよう
にしています。学習内容も知的好奇心を喚起し、自己解決力を定着さ
せます。小学5、６年生は2科コースと5科コースが選択できます。中学
進学後を見据えたカリキュラムです。基本的な知識や技量の定着に加
えて、思考力･判断力･表現力の育成を目指しています。特に英語は中学
進学後に学力格差が広がりやすい教科となっています。

国算社理英全1,290分（9日間）
全1,290分（9日間） 国算社理英

全道共通版

中学3年生コースは
〆切となりました。

移
転

札幌市中央区南9条西17丁目1ー20札幌市中央区南14条西16丁目 札幌市中央区南19条西10丁目1ー24札幌市中央区北2条西27丁目（NビルI）

移
転

清　田 札幌市清田区清田7条3丁目
13-18

白  石 札幌市白石区南郷通1丁目
北1番 This1ビル 2F

手　稲 札幌市手稲区手稲本町
２条２丁目4-1　

札幌市北区北37条西9丁目
1－10 ピアレス麻生2F

移
転

札幌市中央区北6条西17丁目
11-4

高校入試の配点が各教科100点、計500点満点になり、試験時間も45分から50分となりました。そのため記述解
答の問題が増えました。「自分の考えを説明する（国語）」「複数の資料を読み取って説明する（社会）」「仮説について
説明する（数学）」など読解力、考察力、表現力が求められています。また、「定理の逆の証明（数学）」「漢文の書き下し
文からの出題（国語）」と視点を変えた問題もありました。次年度以降もこの傾向は続くことが予想されます。本質的
な理解を深めながら学習していかなければなりません。

公立高校入試の傾向！

来年度以降の公立高校入試の傾向は今年度同様になることが考えられます。資料やデータを読み取り多角的に考
察する問題、論理的な解答手順を説明させる問題、資料から情報を読み取り、適切に表現する問題、実用的な英作
文問題など高度な思考力･判断力･表現力が必要とされています。
難関上位校合格の学力を確保するために「読解力の強化」と「表現力(記述力)の育成」を授業及び演習に取り入れ
ています。これらが全教科に通じる学力の礎になります。

難関上位校合格のための対策


